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主な研究テーマ

平成26年度の研究内容とその成果

　平成26年度の研究では、英語の授業に多
読や多聴を導入することで、学習者の英語
学習や英語という言語そのものに対するモ
チベーションや情意面がどのように変化す
るのかをアンケート調査や聞き取り調査に
よって明らかにした。
　現在本学の英語の授業は入学時に実施す
るCASECという英語のプレイスメントテ
ストの結果に基づき、レベル別のクラス編
成になっている。平成26年度はレベル別で
もっともやさしいレベルのクラス（基礎レ
ベル）及びもっとも高いレベルのクラス（中
級レベル）を担当した。平成26年度は特に、
基礎レベルクラスの最初と最後に英語に対
するイメージや苦手意識、英語学習に対す
るモチベーション等についてアンケートや
聞き取り調査を行った。また、非常勤講師
を担当している鹿屋市立鹿屋看護専門学校
においても、同様の調査を行った。
　その結果、最初のアンケートで基礎レベ
ルの学生も鹿屋市立鹿屋看護専門学校の学
生もその９割以上が英語に対して苦手意識
を持っていることや、科目としての英語が

嫌いだったという結果が出た。
　しかし、半期ほど多読や多聴の授業を受
けた後に同様のアンケートを行った結果、
基礎クラスの学生も鹿屋市立鹿屋看護専門
学校の学生も英語に対する苦手意識や、英
語が嫌いという学生のパーセンテージが約
３分の1にまで減った。
　半期の多読・多聴の授業を受けた感想を
自由に記述させるアンケートの質問項目に
対する回答や、個々の学生に対する聞き取
り調査からも、「多読・多聴により、やさ
しい英語を読めるようになった」、「このよ
うな英語の勉強の仕方があったのかと驚い
た。初めて英語の本を読み切ることができ
てとてもうれしかった」、「多読・多聴の授
業のおかげで英語の本を読むことが好きに
なったので、授業は終わるけれども、今後
もやさしい英語の本を読み続けて行きた
い」など、大変英語や英語学習に対して肯
定的な感想を得ることができた。
　これらは、多読用図書にさまざまなレベ
ル（ごくやさしいものからレベルの高いも
のまで）のものが揃っていることや、ス
トーリーの内容が学習者にとって面白かっ
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たり、タメになったりする場合が多いこと
などがその理由だと考えられる。

これからの研究の展望

　英語の多読・多聴により、英語が苦手な
学習者のモチベーションをある程度は上げ
ることや、英語に対する苦手意識を軽減さ
せることができることは分かったが、相変
わらず苦手意識を持ったままの学生もまだ
約３割はいる。
　そこで、そのような英語が苦手なままの
学習者について、多読をする際に、どのよ
うな点に引っかかった（つまづいた）のか
という点や特に苦手意識の強い学習者に
とって最も効果的な多読・多聴学習法はい
かなるものなのかという点等を明らかにす
ることを目的として研究を継続していきた
い。


